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玉
川
上
水
の
分
水
が
流
れ
る
福
生
市

熊
川
の
幸
楽
園
。
広
々
と
し
た
駐
車
場

か
ら
料
亭
へ
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

す
で
に
和
の
趣
が
あ
る
。
訪
れ
た
客
た

ち 

に
日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
、
小

旅
行
気
分
に
い
ざ
な
う
。
３
代
目
を
受

け
継
い
だ
三
浦
晃
弘
社
長
が
、
創
業
時

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
戦
後
間
も
な
い
１
９
５
１
年
、
熱

海
で
観
光
業
を
営
ん
で
い
た
大
叔
父
の

三
浦
美
淑
が
森
田
製
糸
場
の
別
荘
を
買

い
取
り
、
宿
泊
も
で
き
る
宴
会
場
を
は

じ
め 

た
。
地
元
名
士
の
社
交
場
と
し

て
親
し
ま
れ
、
横
田
基
地
の
将
校
の
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
た
」

　

や
が
て
、
父
親
の
哲
夫
氏
と
母
親
の

利
江
さ
ん
が
福
生
に
移
り
、
71 

年
に

晃
弘
氏
が
誕
生
し
て
い
る
。
哲
夫
氏
は

率
先
し
て
出
迎
え
に
立
ち
、
下
足
番
な

ど
裏 

方
の
仕
事
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。

子
育
て
に
一
息
つ
い
た
利
江
さ
ん
は
、

結
婚
式
場
を
手
が
け
た
。 　
　

和
を
演
出
す
る
新
し
い
老
舗

　
「
父
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で

も
あ
り
、
90 

年
代
の
は
じ

め
に
『
西
多
摩
に
海
を
！
』

と
東
日
本
最
大
級
の
生い
け
す簀
を

計
画
。
宿
泊
施
設
を
壊
し
、

海
水
を
満
々
と
た
た
え 

魚

が
泳
ぐ
『
い
け
す
レ
ス
ト
ラ

ン 

浜
膳
』
を
オ
ー
プ
ン
。
物
珍
し
さ

も
手
伝
っ
て
、
新
鮮
な
活
魚
料
理
が
人

気
を
呼
ぶ
」 

　

晃
弘
氏
は
、
94
年
に
学
習
院
大
学
を

卒
業
す
る
と
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
入

社
。
家
業
を
継
ぐ
た
め
の
修
業
で
は
な

く
、
本
格
的
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な

り
た
か
っ
た
と
い
う
。
本
社
企
画
部
に

配
属
さ
れ
、
日
々
の
仕
事
を
こ
な
す
う

ち
、
自
分
自
身
の
想
い
の
つ
ま
っ
た
店

を
や
り
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え
、
３
年

後
、
幸
楽
園
に

戻
っ
た
。 

　
「
２
０
０
３

年
、
父
が 

73 

歳
で
他
界
。
私

が
社
長
に
就
任

し
た
。
そ
の
際

に
固
く
決
意
し

た
の
は
、
変
え

な
い
も
の
と
変

え
る
べ
き
も
の
を
見
極
め
る
こ
と
。
前

者
は
父
の
日
本
文
化
を
守
る
と
い
う
経

営
姿
勢
、
後
者
は
常
に
お
客
様
と
時
代

に
目
を
向
け
つ
つ
新
し
い
老
舗
を
め
ざ

す
こ
と
だ
」 

　

そ
ん
な
晃
弘
氏
は 

09 

年
、
本
館
を

建
て
替
え
、
全
館
オ
ー
ル
畳
張
り
、
イ

ス
で
も
食
事
が
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
料
亭
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。 

そ

こ
で
は
、
西
多
摩
産
の
食
材
で
人
々
を

も
て
な
す
。  　
　
　
　

 【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 41■

幸楽園　三浦晃弘氏

　

あ
き
る
野
市
在
住
の

歌
手
、
神
谷
奈
穂
さ
ん(

徳
間
ジ
ャ
パ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ)

が
8

月
20
日
、
小
作
駅
そ
ば

のEntertainm
ent M

all 

TH
E 

マ
ル
シ
ェ
で
開
催

さ
れ
る
「
歌
と
踊
り
の
祭

典
」で
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
。

「
箱
根
の
女
」
や
「
恋
し

さ
燃
え
て
」
な
ど
を
披
露

す
る
。

　

神
谷
さ
ん
は
山
野
が
美

し
い
長
野
県
駒
ヶ
根
市
の

出
身
。
若
い
時
か
ら
劇
団

に
入
り
、
芝
居
や
歌
な
ど

芸
能
活
動
に
打
ち
込
ん
で

が
、
そ
れ
で
も
１
９
９
３

年
に
「
恋
時
雨
」
で
デ
ビ

ュ
ー
。
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ョ

ー
な
ど
で
地
道
な
活
動
を

重
ね
、
フ
ァ
ン
の
心
を
掴

ん
で
き
た
。こ
れ
ま
で「
好

き
た
。
生
馬
の
目
を
抜
く

芸
能
界
。
浮
上
の
波
は
な

か
な
か
訪
れ
な
か
っ
た

神
谷
奈
穂
さ
ん
　
あ
き
る
野
市
在
住
の
歌
手

小
作
で
歌
謡
シ
ョ
ー
　「
箱
根
の
女
」
な
ど
披
露

き
だ
か
ら
」「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
母
の
祭
り
」
な

ど
を
リ
リ
ー
ス
。
傍
ら
主

宰
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
立

川
市
や
八
王
子
市
で
開
い

て
き
た
。

　

祭
典
で
は
シ
ニ
ア
タ
レ

ン
ト
の
森
口
成
男
さ
ん
、

奥
多
摩
町
在
住
の
歌
手
、

大
五
郎
さ
ん
、
踊
り
の
京

花
流
と
共
演
。
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ

る
。

円
分
含
む)

。
問
い
合
わ

せ
は
０
４
２
（
５
３
３
）

６
６
５
９
同
マ
ル
シ
ェ
ま

で
。

18
時
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト

は
５
０
０
０
円(

場
内
の

飲
食
な
ど
に
使
え
る
マ
ル

シ
ェ
コ
イ
ン
２
０
０
０

「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」

で
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る

神
谷
さ
ん

あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

あきる野市小川633
☎042‐559‐8080

昼のお食事
11時～15時（受付）
夜のお食事

17時～19時（受付） 21時閉店
※夜の部(17 時~19 時受付) のお食事は、黒
茶屋は平日、燈々庵は全ての日で、前日ま
でのご予約にかぎらせていただきます。黒
茶屋は土日祝は当日も受付ます。

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

令和5年８月の営業

　

蒸
し
暑
い
時
期
に
食
欲
を
そ

そ
る
と
、
打
ち
立
て
の
生
そ
ば

が
Ｊ
Ａ
西
東
京
か
す
み
直
売
セ

ン
タ
ー
（
青
梅
市
新
町
）
で
よ

く
売
れ
て
い
る
。

　

安
曇
野
産
そ
ば
粉
な
ど
を
使

っ
た
王
道
の
二
八
そ
ば
で
、
地

元
の
幸
柿
庵
の
笹
本
昭
雄
さ
ん

が
打
っ
た
も
の
。
た
っ
ぷ
り
の

お
湯
で
一
煮
立
ち
さ
せ
冷
た
い

幸
柿
庵
　
笹
本
昭
雄
さ
ん
の
手
打
ち

信州産そば
粉の二八

水
で
締
め
れ
ば
本
場
の
信

州
そ
ば
を
自
宅
で
味
わ
え

る
。
３
０
０
㌘
あ
る
の
で

大
盛
り
２
枚
分
に
相
当
。

食
べ
応
え
が
あ
る
。

　

笹
本
さ
ん
は
建
設
関
係

の
仕
事
に
長
く
携
わ
っ
て

き
た
。
余
暇
に
始
め
た
写

真
や
そ
ば
打
ち
は
、
趣
味

の
域
を
超
え
玄
人
は
だ

し
。
写
真
は
こ
れ
ま
で
個

展
を
３
回
開
き
、
そ
ば
打

ち
は
自
宅
で
教
室
を
開
い

て
い
る
ほ
ど
だ
。
直
売
セ

ン
タ
ー
に
は
２
年
ほ
ど
前

か
ら
出
荷
し
、
常
連
客
を

増
や
し
て
い
る
。

　

つ
け
汁
付
き
で
２
人
前

８
５
０
円
。
賞
味
期
限
は

４
日
ほ
ど
だ
が
、
や
は
り

打
ち
立
て
が
お
す
す
め
。

そ
ば
の
出
荷
状
況
や
そ
ば

打
ち
教
室
の
問
い
合
わ
せ

は
０
９
０
（
４
９
３
７
）

０
１
３
８
笹
本
さ
ん
へ
。

かすみ直売センターに出荷する
二八そばと笹本さん

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―葉月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

    第 81回土曜講座（お茶代 300 円）　８月５日  13 時～ 15 時

　
　　　　

　　　　　　　　　
〇　イス坐禅とお話し　　  住     職　　　　高井　正俊
〇　講談「新平家物語」　　講談師　菊地玉雲さん
〇　青年海外協力隊の話し「ネパールの文化と音楽、日本とのつながり」
　　　　　　　　　　　　  青年海外協力隊ネパール会　田中浩平さん
　 学生無料。予約不要。檀信徒以外の方の参加大歓迎。

リアルてらこや　夏休みスペシャル
8月 7日、8日、9日

ペットボトル楽器演奏会、流しそうめん、
パラグライダー体験、朗読音楽劇、
新聞教室、スイカ割りなど盛りだくさん


